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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第15期

第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自 2020年１月１日
至 2020年９月30日

自 2021年１月１日
至 2021年９月30日

自 2020年１月１日
至 2020年12月31日

売上高 (千円) 1,966,980 3,172,290 2,696,772

経常利益 (千円) 6,053 53,183 18,612

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) 4,366 △30,360 14,059

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 5,073 △29,319 12,407

純資産額 (千円) 764,457 742,472 771,791

総資産額 (千円) 1,111,044 1,534,247 1,230,772

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は１株当たり四
半期純損失金額(△)

(円) 4.12 △28.62 13.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 68.8 48.4 62.7
 

 

回次
第15期

第３四半期
連結会計期間

第16期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 1.35 △52.16
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効

果を有している潜在株が存在しないため、記載しておりません。

４．第16期第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

５．第15期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株が存在しな

いため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】
　

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大は、今後の経過によっては、当社グループの事業活動及び収益に大きな影響を

及ぼす可能性があります。

 
 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
（１）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間（2021年１月１日から2021年９月30日まで）における我が国の経済は、新型コロナウイル

ス感染症の影響が続いておりますが、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種が進んだこと等により国内にお

ける新規感染者数は減少傾向となっております。先行きにつきましては、今後の感染範囲の動向が内外経済に与える影

響を注視する必要があり、各種政策の効果、海外経済の改善もあり、景気が持ち直していくことが期待されておりま

す。

　当社の事業領域である国内インターネット広告市場は年々拡大傾向にあり、2021年度には2.3兆円を超える見込み

（※１）であります。新型コロナウイルス感染症の世界規模での拡大は、国内外での社会経済活動がかなり制限される

事となり、消費者のライフスタイルやワークスタイルが変化し、広告主である企業においても広告を自粛する事態とな

りました。当第３四半期連結累計期間においては、当社の属する国内インターネット広告市場は回復傾向にありまし

た。

（※１)出所：株式会社矢野経済研究所

　このような事業環境の下、当社は継続して商品力の向上と営業の効率化に注力し、事業を展開しております。当第３

四半期連結累計期間も、集客支援事業においては引続きMEO（※２）サービスに注力をしつつ、好調であるアフィリエイ

トサービスにも力を注いで参りました。不動産テック事業においては、サービス開発に一層注力をしております。

　以上により、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高3,172,290千円（前年同四半期比61.3%増）、営業利

益55,933千円（前年同四半期比2,584.0%増）、経常利益53,183千円（前年同四半期比778.5%増）、親会社株主に帰属す

る四半期純損失30,360千円（前年同期は4,366千円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、前連結会計年度より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第３四半期連結累計

期間の分析は、変更後の区分に基づいております。

①集客支援事業

　集客支援事業には、検索エンジン関連サービス、運用型広告・アフィリエイト広告サービス等を含んでおります。

　検索エンジン関連サービスにおいては、注力サービスとしておりますMEOサービスが堅調に伸びております。要因とし

まして、主力商品「MEO Dash！ by GMO」の認知向上・見込み顧客創出を目的としたマーケティング施策が順調に推移し

ていることがあります。また、MEOの市場認知も進んでおりビジネスオーナーの皆様に浸透が出来ている点も要因と捉え

ております。

　アフィリエイト広告サービスにおいては、特定分野におけるお客様の市場が伸びたこと、海外でのアフィリエイト広

告の需要が高まり当第３四半期連結累計期間において好調な伸長がありました。その結果当第３四半期連結累計期間に

おけるセグメント売上高は3,076,920千円（前年同四半期比56.4%増）、セグメント利益は365,372千円（前年同四半期比

17,432.4%増）となりました。

（※２）MEOとは（Map Engine Optimization）の略で、主としてGoogle社が提供するGoogle Mapにおいて上位表示を実

現しアクセスを増加させること、またそのための技術やサービスを指します。

②不動産テック事業

　不動産テック事業には、連結子会社GMO ReTech株式会社で提供いたします賃貸DXサービス等が含まれます。

　賃貸運営を楽にするをミッションとし、賃貸運営に関わる方々をもっと自由にするために、サービス開発、改善に取

り組んでまいりました。当第３四半期連結累計期間において売上の計上が開始いたしました。その結果当第３四半期連

結累計期間におけるセグメント売上高は98,520千円、セグメント損失は312,688千円となりました。（前年同四半期にお
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いては、当社グループは集客支援事業の単一セグメントであるため、比較情報の記載を省略しております。）

 
（２）財務状態の状況

（資産）

当第３四半期連結累計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ303,474千円増加し、1,534,247千円とな

りました。主な変動要因は、売掛金159,304千円の増加（前連結会計年度末比47.7％増）、現金及び預金100,669千円の

増加（前連結会計年度末比24.7％増）、関係会社預け金200,000千円の減少（前連結会計年度比100.0％減）によるもの

であります。

（負債）

当第３四半期連結累計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ332,794千円増加し、791,774千円となり

ました。主な変動要因は、買掛金134,153千円の増加（前連結会計年度末比54.1％増）、未払法人税等99,248千円の増加

（前連結会計年度末は0円）によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結累計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ29,319千円減少し、742,472千円となり

ました。主な変動要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失30,360千円を計上したことによるものであります。
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(３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年11月８日に通期業績予想の修正を行いました。詳細については、同日公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。

　なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後さまざまな要因によって

予想数値と異なる場合があります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,125,000

計 1,125,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,100,620 1,100,620
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株であ
ります。

計 1,100,620 1,100,620 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年9月30日 - 1,100,620 - 277,663 - 267,663
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期連結会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 ― ―
39,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,605 ―
1,060,500

単元未満株式
普通株式

― ―
520

発行済株式総数 1,100,620 ― ―

総株主の議決権 ― 10,605 ―
 

 

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

GMO TECH株式会社
東京都渋谷区桜
丘町26番１号

39,600 － 39,600 3.60

計 － 39,600 － 39,600 3.60
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021

年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年１月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 407,631 508,300

  売掛金 334,185 493,489

  関係会社預け金 200,000 -

  前払費用 26,464 75,447

  その他 8,602 27,296

  貸倒引当金 △3,426 △5,658

  流動資産合計 973,456 1,098,875

 固定資産   

  有形固定資産 10,090 25,120

  無形固定資産   

   ソフトウエア 14,411 230,115

   その他 122,044 60,178

   無形固定資産合計 136,455 290,293

  投資その他の資産   

   投資有価証券 79,984 80,966

   関係会社株式 0 0

   敷金 30,785 35,550

   繰延税金資産 - 3,440

   投資その他の資産合計 110,769 119,957

  固定資産合計 257,315 435,371

 資産合計 1,230,772 1,534,247

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 247,979 382,132

  未払金 152,422 212,907

  未払法人税等 - 99,248

  その他 45,302 60,913

  流動負債合計 445,705 755,202

 固定負債   

  関係会社長期借入金 - 25,000

  繰延税金負債 3,664 -

  資産除去債務 9,610 11,572

  固定負債合計 13,275 36,572

 負債合計 458,980 791,774

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 277,663 277,663

  資本剰余金 267,663 267,663

  利益剰余金 319,800 289,440

  自己株式 △100,488 △100,488

  株主資本合計 764,638 734,278

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7,153 8,194

  その他の包括利益累計額合計 7,153 8,194

 純資産合計 771,791 742,472

負債純資産合計 1,230,772 1,534,247
 

EDINET提出書類

ＧＭＯ　ＴＥＣＨ株式会社(E31055)

四半期報告書

 9/16



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自  2020年１月１日
　至  2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  2021年１月１日
　至  2021年９月30日)

売上高 1,966,980 3,172,290

売上原価 1,368,748 2,114,260

売上総利益 598,232 1,058,029

販売費及び一般管理費 596,148 1,002,096

営業利益 2,083 55,933

営業外収益   

 受取利息 106 43

 助成金収入 - 1,096

 保険返戻金 4,858 -

 その他 776 746

 営業外収益合計 5,741 1,886

営業外費用   

 為替差損 1,771 877

 補助金返還額 - 1,096

 控除対象外消費税等 - 2,288

 その他 - 373

 営業外費用合計 1,771 4,635

経常利益 6,053 53,183

特別利益   

 投資有価証券売却益 299 -

 特別利益合計 299 -

税金等調整前四半期純利益 6,353 53,183

法人税、住民税及び事業税 960 91,109

法人税等調整額 1,025 △7,565

法人税等合計 1,986 83,544

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,366 △30,360

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

4,366 △30,360
 

 

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自  2020年１月１日
　至  2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  2021年１月１日
　至  2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,366 △30,360

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 706 1,041

 その他の包括利益合計 706 1,041

四半期包括利益 5,073 △29,319

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 5,073 △29,319
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

減価償却費 7,674千円 39,155千円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月19
日　定時取締役

会
普通株式 72,244 68.09 2019年12月31日 2020年3月23日 利益剰余金

 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

　　の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

　　の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社グループは、集客支援事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２集客支援事業

不動産テック
事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 3,073,770 98,520 3,172,290 - 3,172,290

 セグメント間の
　内部売上高又は振替高

3,150 - 3,150 △3,150 -

計 3,076,920 98,520 3,175,440 △3,150 3,172,290

セグメント利益
又は損失(△)

365,372 △312,688 52,683 3,250 55,933

その他の項目      

　減価償却費 10,857 28,298 39,155 - 39,155
 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額3,250千円は、セグメント間内部取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の合計は、損益計算書の営業利益と一致しております。

３．セグメント利益又は損失（△）には適当な配分基準によって、各報告セグメントに配分された全社

費用を含んでおります。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　前連結会計年度にて連結子会社を設立し、前第４四半期連結会計期間よりその重要性が増したことに

　伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを「集客支援事業」の単一セグメントから、

　「集客支援事業」「不動産テック事業」へと変更しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、下記のとおりでありま

す。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純
損失金額(△)

４円12銭 △28円62銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

4,366 △30,360

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純損失金額(△)(千円)

4,366 △30,360

普通株式の期中平均株式数(株) 1,061,013 1,060,999

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

－ －

 

(注)１．前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化

　　　　効果を有している潜在株が存在しないため、記載しておりません。

　　２．当第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株

　　　　式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

　　　　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＧＭＯ　ＴＥＣＨ株式会社(E31055)

四半期報告書

13/16



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月11日

ＧＭＯ　ＴＥＣＨ株式会社

取　締　役　会　　御　中

 

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

　　東　　京　　事　　務　　所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 木　村　尚　子 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 朽　木 利　宏 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＧＭＯ　ＴＥＣＨ

株式会社の2021年1月1日から2021年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9

月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＧＭＯ　ＴＥＣＨ株式会社及び連結子会社の2021年9月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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